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あらまし：グローバル人材育成を目指し，SDGs を学習の軸としたベトナム短期派遣留学プログラムを実

施した．本研究では，参加学生を対象に，SDGs の 17個の各ゴールに対する興味関心の度合いについて，

プログラムの実施前後で調査した．その結果，プログラム前後でゴール 1・9・14 に対する興味関心が向

上していることが示された．農村部見学体験や地下鉄建設現場視察などの活動が興味関心に影響を与え

た結果であるといえる． 
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1. はじめに 

国連全加盟国が合意した SDGs が，内閣において

も SDGs 推進本部が設置されたことを皮切りに，日

本中で広がりをみせている．教育界においても，学

習指導要領の改訂が行われ，中央教育審議会の答申

において，「持続可能な開発のための教育（ESD）は

次期学習指導要領改訂の全体において基盤となる理

念である」と述べられている．このような流れを受

け，大学機関においても，SDGs を達成するための

ESD の推進が求められている（1）．また，SDGs は，

世界共通の達成目標であり，達成のためには国や文

化を超えたパートナーシップが重要となる．筆者ら

が所属する教育機関（以下，本学と略す）は，この

ような流れを踏まえ，他の国の大学機関と共に，各

国内の地域活性化と地球規模課題の解決を両立する

次世代のグローバル人材を輩出するための新たな教

育カリキュラムの在り方を模索している． 

すでに本学では，SDGs への低関心層に対する意

識啓発を促す教育カリキュラムとして，SDGs に関

する基礎知識の習得のみならず，SDGs の個別目標

に関するディスカッションや提言策定を通じて，自

らの意思で特定の SDGs に関連する課題を選択し，

自分事として課題解決に向けて行動することを促す

授業が実施されている（2）．この授業により，SDGsへ

の興味関心が向上しているものの，情報を得ること

によってもたらされた興味関心を持続させ，更に向

上させるためには，その情報を知識に変換する経験

が必要であると考える． 

そこで本研究では，情報を知識に変換するための

経験として，ベトナム人学生とのチーム活動及びフ

ィールドワークを取り入れた，短期間でのベトナム

留学プログラムへの参加が，SDGs の各ゴールに対

する更なる興味関心の向上に資するか否かを検証す

ることを目的とする． 

 

2. ベトナム短期派遣留学プログラムの概要 

ベトナム短期派遣留学プログラム（以下，プログ

ラムと略す）は，2018年 2月 21 日から 2月 28日ま

での期間（移動日を含む）に実施された．参加者は

本学の学生 10名，現地の大学（越日工業大学：VJIT）

の学生 15名程度であった．VJITからの参加人数は，

同時期に開講されている別授業に出席する必要があ

るため流動的であった．本プログラムでは，本学の

学生と VJIT の学生の混成チーム（3チーム）を構成

し，チームごとに SDGs に関連するベトナムの課題

を発見して，課題解決方法を考案する活動を行った．

プログラムの実施内容の概要を表 1 に示す． 

日程

● SDGsに関する概要説明

● チームごとにSDGsに関連するベトナムの課題の調査

とディスカッション

● メコンデルタでのフィールドワーク

＊ 周辺の農村部視察，伝統芸能鑑賞，手漕ぎボートでの

川下り，水上マーケット視察

● クチの地下道でのフィールドワーク

＊ ベトナム戦争の現場視察

● ホーチミン市都市部の視察

＊ 建設中の地下鉄現場周辺視察

● フィールドワークでの体験を踏まえて，チームごとに

取り組む課題を決定

● 課題解決に利用できそうな，ベトナムらしいリソース

を全員でブレーンストーミングして列挙

5日目

● チームごとに，前日に列挙したベトナムらしいリソー

スと既存の世の中に存在するリソースを組み合わせて

解決策を考案

● 取り組んだ課題と考案した解決策をチームごとに発表

● 取り上げた課題に対して，各人ごとにこれから行って

いくアクションを宣言

7日目 ● 日本へ帰国

6日目

実施内容

1日目

2日目

3日目

4日目

表 1 教育プログラムのスケジュール概要 
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本プログラムのねらいは，国や文化を超えたパー

トナーシップの重要性の認識を促すこと，と，パー

トナーの抱える SDGs の課題の実体験を促すことで

あった．前者については，国籍の異なるメンバーと

チームを構成し活動するなかで，異なる価値観や考

え方を持つメンバーでの協働によって今まで個人で

は考え付かなかった解決策のアイデアが生まれる課

程を経験してもらう．後者については，フィールド

ワークを重視したスケジュールを設定し，課題を認

識する機会に多く身を置いてもらう．これらの取り

組みによって，事前の教育カリキュラムで芽生えた，

SDGs の各ゴールに関連した課題に対する興味関心

を，短期間で醸成させることを目的としている．本

稿では，特に後者のフィールドワークによる経験の

観点から事前事後調査の結果について考察を加える． 
 

3. 興味関心についての事前事後評価 

本学からの参加学生 10名を対象に，プログラムの

実施前後で，SDGsの 17個の各ゴールに対する興味

関心の度合いについて 7段階評定を求めた（1：興味

関心がない－7：興味関心がある）．事前の評定値は，

平均 5.56 であり，参加者が本プログラムの参加前に

既に興味関心が高い状態であったことがわかる．そ

こで，事前事後の興味関心度の評定値について，ウ

ィルコクソンの符号順位検定を行ったところ，ゴー

ル 1「貧困をなくそう」，ゴール 9「産業と技術革新

の基盤をつくろう」，ゴール 14「海の豊かさを守ろ

う」の三つのゴールに有意差が認められ，事前の評

定値よりも事後の評定値の方が高かった（図 1）．こ

れらのゴールの興味関心の向上は，フィールドワー

クの影響を受けているものと考えられる．ゴールと

フィールドワークの関係については，以下のように

まとめることができる． 

3.1 ゴール 1「貧困をなくそう」 

まず，ゴール 1 については，メコンデルタにおけ

る農村部視察において，貧困層の生活を間近で見た

経験が影響しているといえる．参加学生は，現地の

住民がメコン川の汚れた水で体を洗う様子などを見

て，自分たちの生活環境がいかに整っているかを強

く実感した可能性が考えられる． 

3.2 ゴール 9「産業と技術革新の基盤をつくろう」 

ゴール 9 については，ホーチミン市都市部での建

設中の地下鉄現場を視察した経験が影響していると

いえる．プログラムでの移動中に大量のバイクで埋

め尽くされている道路を見て，地下鉄を含むインフ

ラ整備の重要性を改めて強く認識した可能性が考え

られる． 

3.3 ゴール 14「海の豊かさを守ろう」 

ゴール 14については，メコンデルタにおける川下

りや水上マーケットの視察の経験が影響していると

いえる．茶色に濁った川の水や捨てられているゴミ

を非常に近い距離で目の当たりにし，海洋汚染を強

く実感した可能性が考えられる． 

 

4. おわりに 

本研究では，プログラムのねらいの一つである，

フィールドワークでの実体験を重視することによる

SDGs に関連した課題に対する更なる興味関心の向

上については，おおむね達成できたと考える．  

一方，もう一つのねらいである，パートナーシッ

プの重要性の認識については，ゴール 17「パートナ

ーシップで目標を達成しよう」についての興味関心

度合いの向上は有意な傾向を示すにとどまった（図

1）．一定の効果がある可能性は示すことができたも

のの，VJIT の参加学生が流動的であったことにより，

十分に同一学生とのディスカッションができなかっ

たことが原因と考えられる． 

今後は，プログラムの実施時期を検討し，固定し

たメンバーで活動ができるよう配慮するなど現地で

の活動の改善を図るともに，遠隔地のパートナーと

の継続的なディスカッションを可能にする教育シス

テム構築の検討が必要である． 
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Goal Pre (SD ) Post (SD ) Z

1 5.10 (1.85) 6.50 (0.97) -2.03 0.04 *

2 5.40 (1.84) 6.10 (0.99) -0.92 0.36

3 5.40 (1.78) 6.20 (1.03) -1.41 0.16

4 5.70 (1.34) 6.10 (0.88) -1.41 0.16

5 4.60 (1.71) 5.30 (1.25) -1.60 0.11

6 6.10 (0.99) 6.30 (0.67) -0.82 0.41

7 5.70 (1.06) 6.20 (0.92) -1.89 0.06 †

8 6.20 (1.03) 6.40 (0.70) -0.82 0.41

9 5.20 (1.55) 6.10 (1.20) -2.46 0.01 *

10 6.00 (1.49) 6.56 (0.53) -0.96 0.34

11 5.60 (1.07) 6.10 (1.20) -1.63 0.10

12 6.10 (0.99) 6.50 (0.53) -1.63 0.10

13 5.30 (1.57) 5.50 (1.43) -1.00 0.32

14 5.00 (2.26) 6.10 (1.45) -2.33 0.02 *

15 6.20 (1.14) 6.10 (0.88) -0.38 0.71

16 5.20 (1.87) 5.70 (1.83) -1.89 0.06 †

17 5.70 (1.34) 6.60 (0.97) -0.38 0.07 †

Ave. 5.56 6.14

p

Note. n =10;  Wilcoxon signed-rank test. 
†
p  <.10, * p <.05.

図 1 各ゴールの興味関心の評定値の変化 
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